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はやく金魚すくいた～い！！
　待ちきれずすくい網に手を伸ばす園児たち

　　　　　　　　　  　　（７月22日　城山保育園）
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平成２３年度特定健診・がん検診受診者数    　 （単位：人）

特定健診     結　核    大腸がん　  胃がん　　 肺がん　 前立腺がん  肝炎ｳｲﾙｽ
健康診査     検　診　   検　診　　 検　診　　 検　診　　検　診　　 検　診

 ５２１　　 ５７５　　 ３９５　　２４６　　 ２２３　　１７０　　  ３６

　

健
診
の
結
果
は
受
診
者
全
員
に
郵
送
し

ま
す
。

　

健
診
受
診
者
に
は
、
生
活
習
慣
病
の
発

症
の
危
険
度
に
応
じ
て
「
特
定
保
健
指
導
」

を
受
け
て
い
た
だ
き
ま
す
。
対
象
者
に
は

積
極
的
支
援
、
動
機
づ
け
支
援
の
ご
案
内

を
お
送
り
し
ま
す
の
で
、
受
け
取
っ
た
方

は
必
ず
特
定
保
健
指
導
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　

特
定
保
健
指
導
の
対
象
に
な
ら
な
か
っ

た
場
合
で
も
、
ご
希
望
の
方
に
は
随
時
保

健
師
が
健
診
結
果
を
説
明
し
ま
す
。
ま
た
、

生
活
習
慣
病
を
予
防
し
よ
う

保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
皆
さ
ん
の
健
康
づ
く
り
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す

健
康
問
題
、
生
活
習
慣
全
般
、
生
活
習
慣

病
予
防
の
た
め
の
食
事
や
運
動
に
つ
い
て

な
ど
の
相
談
に
も
応
じ
ま
す
。

　

保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
皆
さ
ん
の
健
康
づ

く
り
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。
い
つ

ま
で
も
生
き
が
い
を
も
っ
て
い
き
い
き
と

暮
ら
せ
る
よ
う
、
運
動
や
食
生
活
な
ど
生

活
習
慣
の
見
直
し
、
肥
満
の
解
消
・
予
防

の
た
め
に
、
保
健
セ
ン
タ
ー
事
業
を
お
お

い
に
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　

電
話　

82
‐
１
５
５
７

食事はバランス良く、よく噛んで、腹八分

目を心掛けてみましょう。

運動をしましょう。 今までより少し長く歩

き、少し大きく体を動かしてみましょう。

禁煙に取り組みましょう。タバコは動脈硬

化を著しく進行させます。 

心身軽やか運動教室
～健診後の第２プログラム～

　健診結果で運動不足を指摘された方、一人では運
動習慣をつくることが難しい方、ぜひこの機会に運
動を始めてみませんか。この教室では、家でも継続
できる身近な運動をご紹介します。

日　程　１１月２日（水）～平成２４年２月１５日（水）

　　　　までの水曜日（計１２回）

時　間　午後７時～８時３０分 

場　所　保健センター

持ち物　運動できる服装、運動靴（内履き）、タオル、

　　　　飲み物

講　師　健康運動指導士 近江 みよ子先生

対　象　おおむね３０歳～６５歳までの在住・在勤者

※１０月末日までにお申し込みください。定員（３０名）に

　なり次第締め切ります。

問合せ・申込み 保健センター 電話８２－１５５７

メタボリックシンドロームの
食予防・改善

　ポイント
は 運 禁

食

運

禁

　心筋梗塞や脳卒中の危険度が３０倍以上に跳ね

上がるメタボリックシンドローム・・・。

　生活習慣を改善し、内臓脂肪を減らすことでメ

タボリックシンドロームの予防・改善ができます。



　

浅
見
氏
は
、
昭
和
43
年
３
月
に
陸

上
自
衛
隊
に
入
隊
、
練
馬
第
一
師
団

・
第
一
普
通
科
連
隊
に
所
属
し
、
平

成
16
年
１
月
ま
で
の
約
36
年
の
長
き

に
わ
た
り
自
衛
隊
員
と
し
て
活
躍
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
間
、
日
本
の
中
枢

・
東
京
を
一
手
に
担
う
連
隊
と
し
て
、

中
央
閲
覧
式
、
大
喪
の
礼
、
即
位
の

礼
、
各
国
要
人
に
対
す
る
儀
仗
等
、

国
を
代
表
す
る
各
種
行
事
に
従
事
し

　

こ
の
た
び
、
浅
見
道
雄
氏
（
白
石
）
が
瑞
宝
単
光
章
（
危
険
業
務
従
事

者
叙
勲
）
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
初
は
、
４
月
29
日
に
発
令
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
震
災
対
応

を
考
慮
し
て
延
期
と
な
っ
て
お
り
、
６
月
15
日
付
で
政
府
か
ら
発
表
と
な

っ
た
も
の
で
す
。

安
全
を
守
る
と
と
も
に
、
数
々
の
災

害
派
遣
や
不
発
弾
処
理
等
の
危
険
を

伴
う
業
務
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

浅
見
氏
は
、
「
今
ま
で
多
く
の
方

々
に
お
世
話
に
な
り
、
お
陰
さ
ま
で

今
回
受
章
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

受
章
は
、
素
直
に
う
れ
し
い
半
面
、

選
ば
れ
な
か
っ
た
方
に
申
し
訳
な
い

気
持
ち
も
あ
り
ま
す
。
勤
務
す
る
中

で
つ
ら
い
こ
と
も
多
々
あ
り
ま
し
た

　
　
　
　
　
　

が
、
過
ぎ
て
み
る
と

　
　
　
　
　
　

今
は
い
い
思
い
出
で

　
　
　
　
　
　

す
。
何
事
も
継
続
す

　
　
　
　
　
　

る
こ
と
が
大
切
だ
と

　
　
　
　
　
　

改
め
て
実
感
し
ま
し

　
　
　
　
　
　

た
。

　
　
　
　
　
　
　

引
き
続
き
予
備
自

　
　
　
　
　
　

衛
官
と
し
て
勤
務
す

　
　
　
　
　
　

る
中
で
、
今
後
も
日

　
　
　
　
　
　

本
の
発
展
の
た
め
に

　
　
　
　
　
　

尽
力
し
て
い
き
た

　
　
　
　
　
　

い
。
」
と
お
っ
し
ゃ

　
　
　
　
　
　

っ
て
い
ま
し
た
。

東
西
小
学
校
統
合
に
か
か
る

　
　
　
　
　

説
明
会
の
概
要
報
告

を
活
用
す
る
こ
と
に
異
論
は
な
い

が
、
こ
の
よ
う
な
形
の
中
で
ゆ
っ

く
り
見
た
こ
と
も
な
い
の
で
、
見

学
し
た
い
と
い
う
意
見
が
あ
り
、

現
在
行
わ
れ
て
い
る
木
質
化
の
工

事
が
終
了
後
、
教
育
委
員
会
で
見

学
会
を
設
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　

一
時
間
余
り
の
意
見
交
換
の
の

ち
、
発
言
が
途
切
れ
た
と
こ
ろ
で
、

座
長
か
ら
求
め
ら
れ
て
、
高
野
勉

教
育
長
が
こ
れ
ま
で
の
意
見
を
要

約
し
、
こ
の
内
容
は
今
後
の
検
討

委
員
会
の
参
考
に
す

る
旨
の
ま
と
め
を
行

い
、
最
後
に
大
久
根

宏
教
育
委
員
会
委
員

長
が
閉
会
の
辞
を
述

べ
、
説
明
会
を
終
了

し
ま
し
た
。

問
合
せ　

教
育
委
員
会

電
話 

82
‐
１
２
３
０

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

浅
見
道
雄
氏
が

　
　

『
瑞
宝
単
光
章
』
を
受
章

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

浅
見
道
雄
氏
が

　
　

『
瑞
宝
単
光
章
』
を
受
章

　

８
月
11
日
、
午
後
７
時
か
ら
東
秩

父
村
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
「
や

ま
な
み
」
に
お
い
て
、
東
西
小
学
校

統
合
に
か
か
る
説
明
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
東
秩
父
村
立
小
学
校
統

合
検
討
委
員
会
が
、
先
に
ま
と
め
た

「
東
秩
父
村
に
お
け
る
望
ま
し
い
小

学
校
の
姿
」(

前
月
号
の
広
報
掲
載)

を
も
と
に
、
こ
こ
に
至
る
経
過
の
説

明
と
、
さ
ら
な
る
ご
意
見
を
う
か
が

う
た
め
、
村
民
の
皆
さ
ま
を
対
象
に

開
催
し
た
も
の
で
す
。
参
加
者
は
47

名
（
受
付
で
の
名
簿
記
載
）
で
し
た
。

　

開
会
の
辞
（
福
島
重
次
副
委
員
長)

、

主
催
者
挨
拶
（
吉
田
英
夫
委
員
長
）

に
引
き
続
い
て
、
委
員
長
を
座
長
と

し
て
、
説
明
と
協
議
に
入
り
、
事
務

局
が
経
過
の
説
明
を
行
っ
た
後
、
意

見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

意
見
と
し
て
は
、
統
合
を
早
く
実

現
し
て
ほ
し
い
と
い
う
内
容
の
も
の

を
は
じ
め
と
し
て
、
通
学
距
離
が
長

く
な
る
こ
と
や
、
そ
れ
に
伴
う
負
担

の
公
平
性
を
求
め
る
も
の
な
ど
が
あ

り
ま
し
た
が
、
統
合
そ
の
も
の
に
反

対
す
る
発
言
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

ま
た
、
西
小
学
校
の
保
護
者
か
ら
、

諸
般
の
条
件
か
ら
東
小
学
校
の
校
舎

▲説明会の様子

▲意見を述べる参加者



優良運転者を表彰します
表彰条件 
　交通安全協会員であり、次の期間無事故・無違反で過
　去に同種の表彰や上局の表彰を受賞していないこと。
　●一般ドライバー 
　　5年、10年、15年、20年、25年、30年、35年、40年
　●職業ドライバー 3年以上（運転経歴5年以上）
申請方法 
　申書書に「無事故・無違反証明書」を添え、会員証
　または会員証のコピーを提示して申請してください。
　申請書は小川警察署、駐在所、役場総務課に用意し
　てあります。
　※職業ドライバーの場合は、上記書類のほかに事業
　　所の「運転業務経歴書」が必要です。
　※詳しくは小川地方交通安全協会事務局、または役
　　場総務課（　８２－１２２６）にお問合せください。
受付期間　９月３０日（金）まで(期限厳守)
　　　　　※土日・祝日を除く午前８時３０分～
　　　　　　　　　　　　　　　午後５時１５分まで
表 彰 日　１１月１２日（土）
　　　　　小川町民会館（リリックおがわ）
申込・問合せ　小川地方交通安全協会（小川警察署内）
　　　　　　７２－１９１９

村職員（保健師）を募集します

◆採用年月日　　平成２４年４月１日

◆採用予定人数　若干名

◆受 験 資 格  

　昭和３６年４月２日以降に生まれた方で、保健師

　資格を持っている方、または平成２４年３月末ま

　でに資格取得見込みの方

◆試 験 日 時  

　平成２３年１１月１３日（日）

　午前８時３０分集合 午前９時開始

  （作文および面接）

◆試 験 会 場　東秩父村役場

◆受 付 期 間 

　平成２３年９月２６日（月）～１０月１２日（水）

  （平日午前８時３０分から午後５時１５分まで）

◆受 付 場 所　東秩父村役場 総務課窓口

　※申込書は、役場総務課に備えてあります。

　

　詳しくは、役場総務課　８２－１２２６、

　または村ホームページをご覧ください。

　１０月３日（月）からパスポート（旅券）の申請・交付業務を東松山パスポートセンター（市役
所本庁舎１階市民課内）で開始します。

◆申請できる方
　東松山市、滑川町、嵐山町、小川町、ときがわ町、吉見町、東秩父村に住民登録されている方
　※10月以降は、原則として埼玉県パスポートセンターの各窓口では手続きができなくなります。
　　また、９月中に埼玉県パスポートセンターで申請された方は、交付（受取）も申請した埼玉県パスポート
　　センターとなります。また、緊急渡航や刑罰等関係に該当する方が申請される場合は、埼玉県パスポート
　　センターへお問い合わせください。
◆業務内容
　・一般旅券の新規発給申請（切替・訂正による新規発給申請を含む）
　・一般旅券の訂正申請　　・一般旅券の査証欄増補申請　　・紛失一般旅券の届出および一般旅券の交付
◆パスポートの申請
　・申請場所 東松山パスポートセンター（市役所市民課内）　・申請時間 午前9時～午後4時30分
　・申 請 日 月曜日～金曜日（土・日曜日、国民の休日、年末年始は除く）
◆パスポートの交付（受け取り）
　・交付場所 東松山パスポートセンター（市役所市民課内）
　・交付時間 午前9時～午後4時30分（月～金）・午前9時～午後0時30分（日）
　・交 付 日 日曜日（※）～金曜日（土曜日、国民の休日、年末年始は除く）
　※日曜日は午後0時30分までとなりますので、ご注意ください。
　※受け取りは必ず申請者本人がお越しください。（代理での受け取りはできません。）また申請の日から
　　６ヵ月を過ぎると無効になります。申請から交付（受け取り）までの標準期間は、申請の日から土・日曜
　　日・祝日・休日・年末年始を除いて申請の種類ごとに次に示す日数以降になります。
　◆新規発給 6日目以降　◆記載事項の訂正 4日目以降　◆査証欄の増補 4日目以降
　※埼玉県収入証紙は、市役所会計課（本庁舎１階）でも販売しています。(平日のみ)
　　収入印紙は所定の場所（郵便局など）で事前にご用意ください。
　※東松山パスポートセンターでは、写真は提供できません。あらかじめご用意ください。

問合せ　東松山パスポートセンター 　６３－５０００　埼玉県パスポートセンター　０４８－６４７－４０４０

東松山パスポートセンター受付開始のご案内 10月3日（月）スタート！！ 



No　　　　種　　　　　　目　　　　　　　　　参　　　　加　　　　者　　　　　 予定時間

 １　　短距離競走　　　　　　　　　　 自由参加（園児・小中学生・一般）　            ９：１５

 　　　　字別対抗百足競争　　　　　　　 各大字代表（１チーム５名）　　　　　　　１０：００

 ３　　保育園遊戯（ソーラン節）　　　 保育園児　      　　　　　　　　　　　　　

 ４　　ゴミ分別リレー　　　　　　　　 自由参加（１チーム６名）

 　　　　字別対抗綱引き予選　　　　　　 各大字代表（１０名以内・６００kg）　　　１１：００

 ６　　障害物リレー　　　　　　　　　 自由参加（各チーム４名）　　　　　　　　

 ７　　パン食い競走　　　　　　　　　 自由参加（小・中学生他）先着３００名

 　　　　字別対抗ボール送りリレー　　　 各大字代表（男女各５名）

 ９　　ゲートボール競争　　　　　　　 老人クラブ

10　　スポーツ少年団等の行進　　　　 各種スポーツ団体等　　　　　　　　　　　１２：００

11　　各種音楽団体演奏　　　　　　　 各種音楽団体等

12　　○×クイズ　　　　　　　　　　 自由参加

 　　　　字別対抗綱引き決勝　　　　　　 各大字代表（１０名以内・６００kg）

14　　高齢者大玉ころがし　　　　　　 自由参加（６０歳以上の高齢者）　　　　　１３：００

15　　各種団体ドリブルリレー　　　　 自由参加（各種団体１チーム６名）

16　　家族リレー　　　　　　　　　　 自由参加（１チーム４名）

 　　　　字別対抗玉入れ競技　　　　　　 各大字代表（無制限）

18　　東西対抗リレー　　　　　　　　 小学生１～６年・中学生１～３年生　　　　１４：００

 　　　　字別対抗大玉ころがしリレー　　 各大字代表（男子４名・女子３名）

20　　秩父音頭・交通安全音頭　　　　 交通安全母の会（自由参加）

21　　閉会式・抽選会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 １５：００

【注】No.○数字は大字対抗種目です。

　　　競技の予定時間は多少の変動が生じますので、予めご承知ください。

　　　字別対抗綱引きの体重測定は、開会式終了後に行いますので必ずご集合ください。

第49回村民体育祭は10月9日開催決定

※太字は大字対抗種目

　８月２日に開催された実行委員会（鈴木稔春委員長）で、１０月９日（日）にふれあい広

場において開催される第４９回東秩父村民体育祭の競技等のプログラムが、下記のとおり正

式に決定しました。

国民年金保険料の追納について

　保険料免除、若年者納付猶予、学生の納付特例が承認
された期間は、保険料を全額納めたときよりも老齢基礎
年金の受け取り額が少なくなります。そこで、これらの
期間の保険料は、将来受け取る老齢基礎年金を増額する
ために、１０年以内であればさかのぼって納める（追納）
ことができます。ただし、免除等の承認を受けられた期
間の翌年度から起算して３年度目以降に追納されると、
当時の保険料額に一定の加算額が上乗せされます。
　追納を希望される方は、追納用の納付書が必要ですの
で、お申し出ください。
問合せ　住民福祉課　　８２－１２２１

　  付加年金について

　付加年金は、国民年金第1号被保険者（自営
業者、学生など）の独自の給付とされています。
毎月の国民年金保険料に付加保険料（月額４００
円）をプラスして納付すると、老齢基礎年金に
付加年金が上乗せされます。付加保険料の納付
は、申し込んだ月分からとなります。なお、国
民年金基金に加入中の方は、付加保険料を納付
できません。付加保険料の納付を希望される方
は、申出書の提出が必要となりますので手続き
をお願いします。
問合せ　住民福祉課　　８２－１２２１



　７月２４日、和紙の里・休憩所において、『親子
竹馬作り教室』が開催されました。
　当日は暑い日でしたが、休憩所は風通し良く、汗
もかかずに制作に取り組むことができました。
　参加者は、竹馬作りが全員初めてとのことでした
が、関根高義さん、平野高太郎さん、関根繁夫さん
から、作り方の手ほどきをしていただきながら、親
子で力を合わせ作り上げていきました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　その後、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　和紙の里の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　庭で、出来
　　　　　　　　　　　　　　　　　　上がった竹
　　　　　　　　　　　　　　　　　　馬に乗って
　　　　　　　　　　　　　　　　　　遊んだり、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　また、用意
　　　　　　　　　　　　　　　　　　していただ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　いた三角車
　　　　　　　　　　　　　　　　　　に乗って遊
　　　　　　　　　　　　　　　　　　んだりと、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　親子で楽し
　　　　　　　　　　　　　　　　　　い時間を過
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ごしました。

　８月６日、コミュニティセンター「やまなみ」の
調理室において、『すまんじゅう作り教室』が開催
されました。
　開催前々日まで涼しい日が続き心配していました
が、前日から暑さも戻り「す」の発酵に適した気温
になりました。あんこを入れて丸めてから、数分で
ほどよくもえ、ふかすとお肌つるつるのすまんじゅ
うが出来上がりました。
　質問コーナーでは、あんこの上手な作り方や「す」
の発酵の目安など熱心に聞いていました。

　東秩父中学校３年生３８人の卒業証書漉きが７月
２７日に和紙の里製造所で行われました。
　細川紙技術者協会の方の指導を受けながら、来春
の卒業式で授与される卒業証書を一人ひとり丹念に、
心を込めて漉きました。
　最初に、作成手順の説明を受け、その後順次練習
用の舟で指導を受け、水のすくい方や漉き桁の重さ
などを体感し、本番では真剣な表情で取り組んでい
ました。はじめは緊張した様子でしたが、紙漉きが
無事終わるとホッとした表情を見せていました。

　７月２６日、みどりの学校ファーム推進事業によ

り、東秩父中学校生徒が作成したかかしを生徒会役

員および学級委員の生徒たちが関根　義さん宅（御

堂）の田んぼや道路の畔道へ設置しました。

　さまざまな表情をしたかかしが並び、夏の暑さに

負けずにスズメからお米を守ってくれることでしょ

う。

すまんじゅう作り教室親子竹馬作り教室

かかしを設置しました―東秩父中学校―伝統の和紙で卒業証書を作成

公民館講座を開催しました公民館講座を開催しました

高



　

神
田
さ
ん
親
子
が
打
ち
上
げ
た
花

火
は
、
５
号
玉
「
昇
り
曲
導
付
八
重

芯
変
化
菊
」
と
10
号
玉
「
昇
り
曲
導

付
四
重
芯
錦
冠
菊
」
で
、
東
日
本
の

復
興
を
願
っ
て
多
重
心
の
花
を
捧
げ

た
そ
う
で
す
。

　

神
田
隆
喜
さ
ん
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「
今
回
、
図
ら

ず
も
優
勝
の
栄
に
浴
し
ま
し
て
、
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
全
国
の
精
鋭
が

集
ま
っ
て
の
大
き
な
大
会
で
す
の
で

神
田
隆
喜
さ
ん
・
隆
広
さ
ん
親
子

優
勝
！！　

〜
第
59
回
伊
勢
神
宮
奉
納

　
　
　
　
　

全
国
花
火
大
会
〜 

　

去
る
７
月
16
日
に
三
重
県
伊
勢
市
で
行
わ
れ
た
第
59
回
伊
勢
神
宮
奉
納

全
国
花
火
大
会
・
打
上
花
火
の
部
（
42
組
出
場
）
に
お
い
て
、
大
内
沢
の

本
家
神
田
煙
火
工
業
有
限
会
社
・
神
田
隆
喜
さ
ん
・
隆
広
さ
ん
親
子
が
見

事
優
勝
し
ま
し
た
。
ま
た
、
同
時
に
観
光
庁
長
官
賞
も
受
賞
し
ま
し
た
。

非
常
に
緊
張
し
ま
し
た
。

そ
の
中
で
の
優
勝
と
い
う

こ
と
で
、
と
て
も
信
じ
ら

れ
な
い
気
持
ち
で
す
。
今

後
も
さ
ら
に
精
進
し
、
皆

さ
ま
方
に
い
い
花
火
を
見

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。
」
と
優
勝

の
喜
び
を
語
っ
て
お
ら
れ

ま
し
た
。

　

優
勝
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
！！　

▲神田隆喜さん・ゲンさんご夫妻

▲優勝記念品の数々

　

夏
の
暑
さ
が
訪
れ
る
と
ブ
ル
ー
ベ
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狩
り
の
時
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で
す
。
一
昨
年
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ら
中
島
正
壽
会
長
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は
じ
め
花
き
研

究
会
会
員
の
皆
さ
ま
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ご
理
解
・
ご

協
力
を
い
た
だ
き
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー

狩
り
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
雨
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思
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せ
る
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降
り

の
日
が
続
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た
の
で
不
可
能
と
思
っ

て
い
ま
し
た
が
、
８
月
に
な
っ
て
中

島
会
長
か
ら
お
話
を
い
た
だ
き
、
８

月
５
日
に
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
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少
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中
の
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ラ
ス

の
園
児
は
、
風
邪
気
味
の
子
ど
も
が

多
く
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
狩
り
は
年
長

の
園
児
の
み
が
行
い
ま
し
た
。
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井
上
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だ
き
、
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児
は
思
い
思
い
に
摘
み
取
り
に
挑

戦
し
ま
し
た
。

　

園
児
た
ち
は
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
を

摘
み
な
が
ら
バ
ッ
タ
や
雨
蛙
な
ど
を

見
つ
け
、
手
の
ひ
ら
に
の
せ
観
察
を

し
た
り
、
田
ん
ぼ
の
水
路
に
行
っ
て

た
く
さ
ん
の
昆
虫
を
見
つ
け
、
自
慢

げ
に
話
す
園
児
も
い
ま
し
た
。

　

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
狩
り
を
し
な
が
ら
、

予
想
外
の
発
見
が
子
ど
も
た
ち
の
成

長
の
栄
養
剤
で
す
。
地
域
の
皆
さ
ま

の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
得
な
が
ら
さ

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
畑
で
の
は
か
り
知
れ
な
い
学
び  

―
城
山
保
育
園
―

ま
ざ
ま
な
体
験
活
動
が
で

き
る
こ
と
は
、
豊
か
な
心

の
育
成
と
生
き
る
力
を
育

む
大
き
な
原
動
力
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

園
児
た
ち
は
、
た
く
さ

ん
の
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
を
収

穫
し
ま
し
た
。
摘
み
取
り

に
行
け
な
か
っ
た
も
も
組

さ
ん
、
ち
ゅ
う
り
っ
ぷ
組

さ
ん
に
分
け
て
あ
げ
ま
し

た
。

　
　
　
　

城
山
保
育
園
長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　７月２２

　　　　　　　　　　　　　　　　　日、城山保

　　　　　　　　　　　　　　　　　育園におい

　　　　　　　　　　　　　　　　　て、おたの

　　　　　　　　　　　　　　　　　しみ会・七

　　　　　　　　　　　　　　　　　夕まつりが

　　　　　　　　　　　　　　　　　開催されま

　　　　　　　　　　　　　　　　　した。当日、

　　　　　　　　　　　　　　　　　子どもたち

　　　　　　　　　　　　　　　　　はスイカ割

　　　　　　　　　　　　　　　　　りやヨーヨ

ー釣り、金魚すくいなどに元気よく挑戦し、また、

今年は、プールの中で宝探しにも挑戦し、ビー玉

やおはじきなどを夢中で探していました。園児と

ともに、子育て支援センターの子どもたちも大勢

参加して、一緒に金魚すくいなどを楽しみ、子ど

もたちにとって、楽しい１日になりました。

★おたのしみ会・七夕まつり★



東
秩
父
俳
句
会

白
石
短
歌
会

み
ど
う
の
杜
俳
句
会

東秩父村和紙の里　 82－1468

◎今後予定されているイベント

・笹倉鉄平版画展
　９月１７日（土）～２５日（日）

　会　場　ギャラリー一葉 
　主　催　ギャラリー美輝

●運 動 期 間　９月２１日(水)から３０日（金）　　　　●運動の基本　子供と高齢者の交通事故防止
●全国重点目標　１．夕暮れ時と夜間の歩行中・自転車乗用中の交通事故防止　
　　　　　　　　２．全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底 　
　　　　　　　　３．飲酒運転の根絶「飲酒運転は絶対に許さない」

公民館講座
　和紙の里ふるさとセミナー
見学会参加者を募集します（歴史探訪講座）

日　　時　１０月１８日（火）
集合出発　午前９時 ふれあい広場駐車場
　　　　　（解散は午後４時予定）
交　　通　役場研修バス
見学場所　松山城跡（吉見町）・吉見町埋蔵文化センター
　　　　　フレサよしみ・道の駅・杉山城跡（嵐山町）
募集人数　東秩父村在住または在勤の方 ２３名
参 加 費　３００円
そ の 他　昼食は各自でご用意ください。
申 込 み　参加費を添えてお申し込みください。
問 合 せ　教育委員会事務局 　８２－１２３０

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

秋の交通安全運動を実施します
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将 

弥 

く 

ん

し

ょ

う

や

第
45
回
比
企
郡
民
体
育
大
会
野
球
の
部

小
川
町

東
秩
父
村

鳩
山
町

川
島
町

と
き
が
わ
町

嵐
山
町

滑
川
町

吉
見
町

７月24日

８月７日

東秩父村

生年月日　平成２２年８月６日

　　　　　　　（大字皆谷）

お父さん：温 司 さん

お母さん：澄 代 さん

　はじめまして、しょうやです。

　うちのニャンコは、ぼくが声を出

すとすぐ逃げちゃうんだよ。ちょっ

とさわりたいだけなのに・・・。

　パパの前だと、ぼくが逃げちゃう

んだ。すぐつかまっちゃうけど、い

っぱい遊んでくれるパパがおもしろ

くて大好きなんだ

 

「
こ
こ
ろ
」
は
だ
れ
に
も
見
え
な
い

け
れ
ど
、
「
こ
こ
ろ
づ
か
い
」
は
見

え
る
。
「
思
い
」
は
見
え
な
い
け
れ

ど
、
「
思
い
や
り
」
は
だ
れ
に
で
も

見
え
る
。

　

大
震
災
後
、
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
や
新
聞

で
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
の
一

文
は
、
詩
人
の
宮
沢
章
二
氏
の
「
行

為
の
意
味
」
か
ら
引
用
さ
れ
た
。

 

『
あ
な
た
の
〈
こ
こ
ろ
〉
は
ど
ん
な

形
で
す
か
と
人
に
聞
か
れ
て
も
答
え

よ
う
が
な
い
。
自
分
に
も
他
人
に
も

〈
こ
こ
ろ
〉
は
見
え
な
い
け
れ
ど
、
ほ

ん
と
う
に
見
え
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

確
か
に
〈
こ
こ
ろ
〉
は
だ
れ
に
も
見

『
思
い
や
り
』

え
な
い
け
れ
ど
、〈
こ
こ
ろ
づ
か
い
〉

は
見
え
る
の
だ
。
そ
れ
は
、
人
に
対

す
る
積
極
的
な
行
為
だ
か
ら
同
じ
よ

う
に
胸
の
中
の
〈
思
い
〉
は
見
え
な

い
け
れ
ど
〈
思
い
や
り
は
〉
は
だ
れ

に
で
も
見
え
る
。
そ
れ
も
人
に
対
す

る
積
極
的
な
行
為
な
の
だ
か
ら
あ
た

た
か
い
心
が
、
あ
た
た
か
い
行
為
に

な
り
、
や
さ
し
い
思
い
が
や
さ
し
い

行
為
に
な
る
と
き〈
こ
こ
ろ
〉
も
〈
思

い
〉
も
初
め
て
美
し
く
生
き
る
。
そ

れ
は
、
人
が
人
と
し
て
生
き
る
こ
と

だ
。
』

　

こ
の
詩
か
ら
思
い
出
し
た
こ
と
が

あ
る
。
そ
れ
は
、
あ
る
日
の
教
室
の

出
来
事
で
あ
る
。
椅
子
に
座
っ
て
い

た
女
の
子
が
、
お
も
ら
し
を
し
た
。

床
が
す
ぐ
に
濡
れ
て
き
た
。
そ
の
光

景
を
見
て
い
た
女
の
子
が
す
っ
と
席

を
立
っ
て
バ
ケ
ツ
に
水
を
汲
ん
で
き

た
。
そ
し
て
、
自
然
の
成
り
行
き
の

よ
う
に
濡
れ
た
床
に
バ
ケ
ツ
の
水
を

こ
ぼ
し
、
「
ご
め
ん
」
と
言
っ
て
、

雑
巾
で
水
を
拭
き
取
っ
た
。
教
室
内

に
い
た
誰
ひ
と
り
騒
ぐ
こ
と
な
く
、

何
事
も
な
か
っ
た
か
の
よ
う
に
時
が

流
れ
た
。
誰
も
女
の
子
が
お
も
ら
し

を
し
た
こ
と
な
ど
知
る
由
も
な
い
。

　

こ
れ
こ
そ
思
い
や
り
の
極
み
だ
と

思
っ
て
い
る
。

　

東
秩
父
中
学
校
長　

野
口　

博
一

8　　　　　　　　　11

8　　　　 7             4             6

2      2      8      3      6      10     5      3
抽選   7　 2

　

お
詫
び
と
訂
正

　

平
成
23
年
８
月
号
４
ペ
ー
ジ
「
東

西
小
学
校
の
統
合
に
向
け
て
協
議
が

進
む
」
の
記
事
中
「
望
ま
し
い
方
向

性
を
模
索
」
の
中
に
誤
り
が
あ
り
ま

し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

８
〜
10
行
目

誤　

委
員
長
に　
　

英
夫
村
議
会

　

議
員
、
副
委
員
長
●
●
島
重
次

　

村
議
会
議
員

正　

委
員
長
に　
　

英
夫
村
議
会

　

議
員
、
副
委
員
長
に
福
島
重
次

　

村
議
会
議
員

　

７
月
24
日
・
８
月
７
日
に
ふ
れ
あ
い
広
場
で
行
わ
れ
た
第
45
回
比
企
郡

民
体
育
大
会
野
球
の
部
に
お
い
て
、
東
秩
父
村
が
見
事
優
勝
を
果
た
し
ま

し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

東
秩
父
村
優
勝
！！



どこかで買う「タバコ」なら、タバコは「地元」で買いましょう！

産業建設課82ー1222・82ー1223・教育委員会82ー1230・保健センター82ー1557・地域包括支援センター82ー1116

９
月
は
国
民
健
康
保
険
税
・
介
護
保
険
料
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
第
２
期
の
納
期
で
す

 給与所得者の個人住民税は「特別徴収」で納税を！
　給与所得者の個人住民税（個人市町村民税＋個人県民税）は、法令により事

業者が給与から特別徴収（天引き）して、給与所得者に代わって市町村に納税

することになっています。

 事業者の皆さん

●所得税は源泉徴収しているけれど、個人住民税は特別徴収していないという

　ことはありませんか？

●原則として、パート・アルバイトを含むすべての従業員から特別徴収を行う

　必要があります。

●税額の計算は市町村が行いますので、所得税のように税額の計算や年末調整

　をする手間はかかりません。

 従業員の皆さん、特別徴収になると…

●納税の手間が省けます。

●普通徴収が原則年４回払いなのに対し、１２回払いとなるので１回当たりの

　負担が軽くなります。

★秩父県税事務所と管内の全市町村では、個人住民税の特別徴収の徹底に取り

　組んでいます。給与からの特別徴収を行っていない事業者の皆さんはお早め

　に手続きをお願いします。

問合せ　東秩父村税務課　8 2 - 1 2 2 4 秩父県税務所　0 4 9 4 - 2 3 - 2 1 1 0

　　　甲種防火管理新規講習を開催します
 　

　比企広域消防本部では、消防法に定める防火管理者の資格を取得するための
講習会を次により開催します。
　開催日　９月２９日（木）・３０日（金）の２日間
　場　所　比企広域消防本部 講堂（東松山市上野本1300-1）
　費　用　受講費４，７００円
　資　格　防火管理上必要な業務を適切に遂行することができる管理的または
　　　　　監督的な地位にある方（管内在住・在勤者優先）
　申　込　９月１２日（月）～１６日（金）午前８時３０分から午後５時まで
　　　　　に受講費を添えて消防本部予防課、または小川消防署指導係へ申込
　　　　　んでください。なお、定員８０名になり次第締め切らせていただき
　　　　　ます。
　問合せ　比企広域消防本部 予防課 　２３－２２６８

　　　　　上級救命講習のお知らせ
講 習 日　９月２５日（日）・１０月３０日（日）
会　　場　嵐山分署（嵐山町平沢）
受　　付　午前８時３０分～８時５０分
講習時間　午前８時５０分～午後６時１５分
内　　容　乳児から成人を対象とした心肺蘇生法、ＡＥＤ（自動体外式除細動
　　　　　器）の使用手順、外傷の手当など
募集人員　各３０名（先着順）
申 込 み　開催日の１週間前までに、小川消防署または各分署へお申し込みく
　　　　　ださい。
問 合 せ　小川消防署 　７２-３５６５

全国一斉「高齢者・障害者の人権あんしん相談」強化週間

　高齢者や障害者をめぐる様々な人権問題の解決を図るため、「高齢者・障害

者の人権あんしん相談」強化週間を設定し、通常の受付時間を延長し、相談を

受け付けます。

日 時　９月５日（月）～１１日（日）午前８時３０分～午後７時まで

　　　　　　※９月１０日（土）、１１日（日）は午前１０時～午後５時まで

電 話 番 号　０５７０－００３－１１０（ＩＰ電話からは接続できません）

相談担当者　法務局職員、埼玉人権擁護委員が対応します。秘密は厳守します。

問  合  せ　さいたま地方法務局人権擁護課 　0 4 8 － 8 5 9 － 3 5 0 7

献血にご協力をお願いします！！

　埼玉県内では、毎日、医療機関から
の輸血用血液の要請があります。皆さ
まのご協力をよろしくお願いします。

日　時　９月２２日（木）

　　　　午前１０時～１１時４５分

場　所　保健センター　

※年齢要件、服薬されている方等、詳

　しくはお問い合わせください。

問合せ　保健センター 

　　　　　　　　　　８２－１５５７

　　　　保健衛生課　８２－１７７７

『救急フェア』を開催します

日　時　９月９日（金）

　　　　午前１０時 ～ 午後０時

場　所  （株）ヤオコーみどりが丘店店頭

内　容　看護師・保健師による血圧測

　　　　定・健康相談、救急隊員によ

　　　　る応急手当法、地震体験車、

　　　　音楽隊演奏、救助工作車の展

　　　　示（雨天時は一部中止の場合有）

問合せ　比企広域消防本部　　

　　　　　２３―２２６７

９月２４日（土）～３０日（金）は
　　 結核予防週間です！！
  「結核は過去の病気・・・」と思っ

ていませんか？全国でも毎年約2 4 , 0

0 0人、埼玉県でも毎年約1 , 0 0 0人が

発病している、わが国最大の感染症で

す。

　患者さんの約半数以上が７０歳以上

の高齢者です。結核は、早く発見して

治療することで治る病気です。２週間

以上長引く咳や痰は要注意です。早め

に医療機関を受診しましょう。

　問合せ　東松山保健所　

　　　　　　２２－０２８０

救急車の適正利用に
ご協力をお願いします！

　緊急性の低い救急車の利用は、一刻

を争う重症患者の救急搬送に支障を与

えかねません。本当に必要なときに、

救急車を安心して利用するためには、

救急車の正しい利用が不可欠です。

　皆さまのご協力をお願いします。

問合せ　比企広域消防本部 

　　　　　２３－２２６６　　　



※記事の問い合わせは　総務課82ー1226・82ー1254・税務課82ー1224・住民福祉課82ー1221・保健衛生課82ー1777

納
税
は
便
利
で
安
全
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　　　            ９月の在宅当番医　
◎診療時間：午前9時～午後5時

心配ごと相談・行政相談
　合同相談所の開設
　日常生活でお困りの人は、相談所
を開設しますので、おでかけくださ
い。相談は無料で秘密厳守のうえ受
け付けています。
日　時　９月１６日（金）
　　　　午後１時～３時
場　所　役場１階　中会議室
問合せ　社会福祉協議会　 82-1238
　　　　役場総務課　　　 82-1226

＊診療科目以外の受診については、他の医療機関を紹介することもあります。
   受診する際には、医療機関に電話連絡をしてください。

日　時　９月１３日（火）

◎ １歳６ヵ月児・２歳６ヵ月児

　 ３歳６ヵ月児

　 午後１時３０分～１時４５分受付

◎ ３～４ヵ月児・９～１０ヵ月児

　 午後１時４５分～２時受付

場　所　保健センター

対象者

◎ １歳６ヵ月児

　 平成２２年１月２７日～

　　同年３月１３日までの出生児

◎ ２歳６ヵ月児

　 平成２１年１月２７日～

　　同年３月１３日までの出生児

◎ ３歳６ヵ月児

　 平成２０年１月２７日～

　　同年３月１３日までの出生児

乳 幼 児 健 康 診 査

◎ ３～４ヵ月児

　 平成２３年５月１日～　

　　同年６月３０日までの出生児

◎ ９～１０ヵ月児

　 平成２２年１１月１日～

　　同年１２月３１日までの出生児

持参品　１歳６ヵ月児・２歳６ヵ月児

　　　　３歳６ヵ月児

　　　　＝母子手帳、問診票、歯ブラシ、

　　　　コップ

３～４ヵ月児・９～１０ヵ月児

＝母子手帳、問診票

問合せ　保健センター

　　　　 　８２－１５５７

　４日　野崎医院（内科・外科・皮ふ科）　　　　　小川町　　　72-0101

１１日　上野医院（内科・外科）　　　　　　　　　滑川町　　　56-2508 

１８日　平成の森　川島病院（内科）　　　       川島町　   049-297-2811

１９日　たばた小児科（小児科）　　　　　　　　　吉見町　　　54-8822

２３日　村山内科小児科クリニック（内科・小児科）東松山市　　39-3483

２５日　つかさクリニック（内科・小児科）　　　　東松山市　　31-1450

埼玉県暴力団排除条例－平成２３年８月１日施行―
[主な内容]
○ 県の公共工事などから暴力団を排除します。
○ 学校などから２００メートルの区域内で新たに暴力団事務所を開設するこ
　 となどを禁止します。
○ 暴力団員が青少年（１８歳未満）を暴力団事務所に立ち入らせることを禁
　 止します。
○ 事業者の方々が、暴力団の活動を助けるために、お金を渡すことなどを禁
　 止します。
○ 暴力団事務所として使用されることを知って、不動産取引や建設工事を行
　 うことを禁止します。

 みんなで力を合わせて、埼玉県から暴力団を排除しましょう！
　 条例の詳細については、県警ホームページをご覧ください。

　　　　　全国一斉成年後見人相談会

日　　時　９月１９日（祝）午前１０時～午後４時
面接相談　予約制　（相談は無料です。）
場　　所　浦和コミュニティセンター9階
　　　　　埼玉司法書士会総合相談センター（越谷・所沢・熊谷）
電話相談　０４８－８７２ー８０５５（予約不要）（相談日当日のみ）
相 談 例　　一人暮らしの今後が心配
　　　　　　遺産分割協議をしたいけど、父が認知症でどうしたらよいか
　　　　　　知的障がいを持つ子どもの将来が心配
　　　　　　年金が母のために使われていないみたい・・・どうしよう
問 合 せ　埼玉司法書士会　　０４８－８６３ー７８６１

グランドの利用について

　最近グランドでゴミを片付けずに散
らかして置いて行かれるケースが目立
ちます。必ず終わったらゴミは持ち帰
るようにお願いします。

問合せ　教育委員会事務局
　　　　　 ８２－１２３０

文化振興基金助成事業を
        受け付けます

対　象　県内のアマチュア文化団体
内　容　12月～24年3月に実施する
　　　　芸術文化の振興、伝統文化の
　　　　継承・保存等
金　額　対象経費の2分の1以内
　　　 （上限25万円）
申　込　9月1日（木）～22日(木)まで
に所定の事業計画書（県ホームページ
か県文化振興課で入手）を郵送で同課
(〒330-9301  さいたま市浦和区高砂
3-15-1）へ。
問合せ　埼玉県文化振興課 
　　　　　 0 4 8 - 8 3 0 - 2 8 8 4

オータムジャンボ宝くじの賞金は、
１等前後賞合わせて２億５０００万円！！

　この宝くじの収益金は市町村の明る

いまちづくりや環境対策、高齢化対策

など地域住民の福祉向上のために使わ

れます。

　１等　1億5000万円×13本

　　　　前後賞各5,000万円

　２等　1,000万円×130本 

　３等　100万円×1,300本

発売期間 

9月26日（月）～10月14日（金）

抽 選 日　10月21日（金）

※昨年のオータムジャンボ宝くじ（第

592回全国自治宝くじ）の時効（平成

23年10月31日）が迫っておりますの

でお忘れなく！

農地を農地以外に使用する場合には許可が必要です！



世帯と人口

※世帯と人口は８月１日現在、

その他は７月中のうごきです。

工事のお知らせ

世　帯　 １，１１４

人　口　 ３，３９４

　男　    １，６８１

　女       １，７１３

７月中の人口動態

転 入 ９　  転 出 11　

出 生 １　  死 亡 ２

問合せ　産業建設課　 ８２－１２２２

　現在、村内で発注されている道路および河川工
事です。ご迷惑をお掛けいたしますが、ご理解ご
協力をお願いいたします。

県発注工事
・森林管理道勝呂入山線（入山工区）開設工事
　　　　　　　　　　　　　　　　　【安戸地内】
・朝日根山村生活安全対策工事【皆谷地内】
村発注工事
・村道2－4号（槻川南）線側溝整備工事【御堂地内】
・村道2－5号（小安戸）線路肩修繕工事【皆谷地内】
・村道2－6号（上ノ山）線側溝整備外工事【坂本地内】
・村道2393号（栗和田）線側溝整備工事【坂本地内】

　

８
月
７
日
に
皆
谷
地
区
に
お
い
て
、

親
水
公
園
ま
つ
り
「
５
つ
の
ふ
れ
あ

い
体
験
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今

年
で
11
回
目
を
迎
え
、
天
候
が
心
配

さ
れ
ま
し
た
が
、
当
日
は
晴
天
で
盛

大
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

近
年
、
子
ど
も
た
ち
の
感
動
体
験

が
不
足
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
豊
か

な
心
を
育
む
た
め
の
体
験
活
動
の
重

要
性
が
叫
ば
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
の

活
動
は
、
「
彩
の
国
５
つ
の
ふ
れ
あ

い
県
民
運
動
」
を
受
け
て
名
付
け
た

お
祭
り
で
、
本
来
は
「
自
然
・
人
・

本
・
家
族
・
地
域
」
で
す
が
、
親
水

公
園
ま
つ
り
は
「
本
」
を
「
魚
」
に

家
族
の
絆
を
深
め
子
ど
も
た
ち
の
心
お
ど
る
親
水
公
園
ま
つ
り

家
族
の
絆
を
深
め
子
ど
も
た
ち
の
心
お
ど
る
親
水
公
園
ま
つ
り

替
え
た
ふ
れ
あ
い
体
験
で
す
。

 

鴻
巣
市
か
ら
来
た
方
は
「
毎
年
来

て
い
ま
す
。
家
を
６
時
30
分
に
出
ま

し
た
。
」
と
話
し
、
ま
た
、
あ
る
お

母
さ
ん
は
「
親
水
公
園
の
素
晴
ら
し

さ
は

”
知
る
人
ぞ
知
る
場
所
“
で
す

ね
。
」
と
話
し
、
空
気
の
味
を
確
か

め
る
よ
う
に
大
き
な
深
呼
吸
を
し
て

い
ま
し
た
。

　

公
園
の
中
を
流
れ
る
池
の
周
り
に

は
、
魚
の
つ
か
み
取
り
を
わ
く
わ
く

し
な
が
ら
待
つ
子
ど
も
た
ち
の
姿
が

見
ら
れ
ま
し
た
。
つ
か
み
取
り
が
始

ま
り
、
魚
を
握
り
喜
ぶ
姿
は
、
ま
さ

に
感
動
体
験
で
す
。
槻
川
の
清
流
に

　
　
　
　
　
　

か
か
る
風
情
あ
る
板

　
　
　
　
　
　

橋
か
ら
透
き
と
お
る

　
　
　
　
　
　

水
に
飛
び
込
む
子
や

　
　
　
　
　
　

魚
釣
り
を
す
る
子
な

　
　
　
　
　
　

ど
、
一
人
一
人
に
楽

　
　
　
　
　
　

し
さ
や
喜
び
を
実
感

　
　
　
　
　
　

す
る
笑
顔
が
見
ら
れ

　
　
　
　
　
　

ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　

今
年
は
雨
が
多
か　

　
　
　
　
　
　

っ
た
の
で
、
水
量
が

　
　
　
　
　
　

多
く
、
川
遊
び
を
十

　
　
　
　
　
　

分
楽
し
む
こ
と
が
で

　
　
　
　
　
　

き
、
大
人
も
子
ど
も

　
　
　
　
　
　

も
「
き
れ
い
な
清
流
、

　
　
　
　
　
　

豊
か
な
緑
、
さ
わ
や

　
　
　
　
　
　

か
な
風
」
を
満
喫
し　

　
　
　
　
　
　

て
い
ま
し
た
。

あいさい会からのお知らせ
　東日本大震災に対しましての支援物資につ

きましては、皆さまからたくさんのご協力を

いただきまして、ありがとうございました。

物資は4月24日に福島県小名浜支援センター

へ届けさせていただきました。

　また、震災のため、延期しておりました、あ

いさい会「公共空間を利用した賑わいまちづ

くり」を下記のとおり開催しますので、皆さ

ま方のご協力とご来場をお願い申し上げます。

　　開催日　９月４日（日）
　　時　間　午前１０時～午後３時
　　場　所　ふれあい広場

　　問合せ　あいさい会 会長 江原 國利
　　　　　　　８２－０７２９

▲当日、設置された皆さん（左から小澤愛子さん、
　瀧澤勇さん、護守陽司さん、吉野欣一さん）

  「帯澤入口」の看板が新しくなりました
　　　 ～安戸・帯沢地区～
　安戸・帯沢地区の５名の方（小澤愛子さん・護守陽司さん
・護守雄二さん・瀧澤勇さん・吉野欣一さん）により、帯沢
の入口に設置してある看板が新しく作り直されました。
　７月２９日に４名の方で看板を設置しました。看板の製作
は約１０日間かかったそうで、看板の文字は小林敏彦さん
（安戸）に書いていただいたそうです。
 　以前の看板は
約２５年前に帯
沢親睦会の方々
で作られたもの
ですが、今回、
老朽化に伴い、
地域の方々のご
協力によって、
新しい看板が出
来上がり、道行
く人々を案内し
ています。
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